
宇都宮工業高等学校新校（仮称）の紹介 　

○宇都宮工業高等学校（仮称）の概要
　来年度開校予定の宇都宮工業高等学校新校(仮称)〔以下「新校」といいます。〕は、現在の宇都宮工業高校が担っている本県の
高校工業教育の中心校としての役割等を継承した上で、さらに新しい学び方を導入することなどにより、ものづくり県である本県産業

の将来を担う技術力に対応できる人材の育成等を目指す、新しいタイプの工業高校として整備を進めています。
○新校の教育の特色
　１　本県産業の将来を担う技術力に対応できる人材の育成
　２　工業人としての倫理観等の育成
　３　大学進学等の継続教育への対応
○新校の整備状況
　県教育委員会では現在、ＪＲ宇都宮線雀宮駅東地区（宇都宮市雀宮町）において新校の校舎やグラウンドの整備を行っています。
　新しい施設は、平成23年9月から利用を開始する予定です（新校としての開校は平成23年4月ですが、1学期中は宇都宮市京町

の現在の宇都宮工業高校で、授業等を行います）。
　新校の校舎やグラウンドの現在(平成22年10月末時点)の整備状況等は、次のとおりです。
●校舎
管理特別教室棟や普通教室棟、実習棟4棟のほか体育館棟2棟等を整備します。
　躯体(くたい)工事はほぼ完了し、現在、建物内の内装工事を行っています。
　完成は、平成22年度末で、その後、平成23年8月末まで備品の搬入作業等を行う予定です。

【完成予想図】
【完成予想図と同一方向から見た工事の状況】

（平成22年10月17日撮影）

●グラウンド
野球場やテニスコート、400ｍトラック、サッカー場等を整備します。
　現在、グラウンド南側の野球場やテニスコートの工事を行っています。
　完成は、平成23年8月末の予定です。
●新校の整備状況はこちらでも紹介しています。
○宇都宮工業高校(仮称)の他、３校の再編新校が来年度の開校に向けて整備を進めています。再編新校については、各校のホー

ムページでも紹介しています。
宇都宮工業高等学校（仮称）　 佐野東高等学校（仮称） 　佐野松桜高等学校（仮称）　　矢板高等学校（仮称）

問い合わせ先

総務課高校再編推進班　
ＴＥＬ　028-623-3364

施設課施設担当
ＴＥＬ　028-623-3372

http://www.pref.tochigi.lg.jp/education/kyouikuzenpan/keikaku/kagiko.html
http://www.tochigi-edu.ed.jp/utsunomiyakogyo/nc/modules/menu/main.php?page_id=463&op=change_page
http://www.tochigi-edu.ed.jp/sanojoshi/nc/modules/menu/main.php?page_id=142&op=change_page
http://www.tochigi-edu.ed.jp/sanoshoyo/nc/modules/menu/main.php?page_id=183&op=change_page
http://web2.tochigi-edu.ed.jp/yaita/nc/modules/menu/main.php?page_id=299&op=change_page
http://www.pref.tochigi.lg.jp/education/kyouikuzenpan/keikaku/koukousaihen-top.html
http://www.pref.tochigi.lg.jp/system/honchou/honchou/sisetsu01.html


　

昭和館の展示替えについて 

　県立文書館では、この度、昭和館3階「近代栃木のすがた」及び同館
1階「4代目県庁舎と佐藤功一」の2室の展示替えをしましたのでお知ら

せいたします。

　3階展示室では、「栃木の人物再発見」と題して、横尾輝吉・大金重貞

・井伊直弼の3人について展示しました。
　横尾輝吉は幕末の鹿沼町に生まれ、自由民権運動に影響を受けて、
演説会を主催するなど地域で活動しました。県議会議員に当選後、政
治学を勉強して県議会、国会で活躍しました。県議会議長を3期つとめ

ています。
　大金重貞は江戸時代前期の小口村（現在の那珂川町）の名主で、湯
津上村の古碑が那須国造碑であることを発見し、自身の著書である『
那須記』中に記しました。この『那須記』を水戸光圀に献上し、碑に書か
れた人物が近くの古墳に埋葬されていると考えた光圀の命によって、

日本で初めて古墳の発掘調査を行いました。
　井伊直弼は江戸幕府譜代大名筆頭である彦根藩井伊家の13代目当
主で、幕末に大老となり、日米修好通商条約の締結など、政治を主導し
ました。彦根藩が下野国安蘇郡に15ヵ村の飛地を持っており、直弼は、
ペリーが浦賀に来航した嘉永6年（1853）3月に、佐野領を巡見していま

す。

　また、1階展示室では、4代目県庁舎に係わる資料の一部展示替えを
行いました。

問い合わせ先：栃木県立文書館

TEL 　028-623-3450　　FAX 028-623-3452

　
　 

「とちぎの教育未来塾」開講のお知らせ

　10月9日（土）、栃木県総合教育センターにおいて、「とちぎの教育未来塾」が開講しました。若手教員91、本県の教員をめざす学

生43名、合計134名の受講者でスタートしました。
詳細は、こちらを御覧ください。

問い合わせ先：総合教育センター研修部
TEL　028-665-7202　　FAX028-665-7218

http://www.pref.tochigi.lg.jp/system/desaki/desaki/1183000031390.html
http://www.tochigi-edu.ed.jp/center/kensyu/kensyu2010/juku/houkoku/
http://www.tochigi-edu.ed.jp/center/index.htm


生涯学習推進月間について

○生涯学習推進月間とは？
　 生涯学習に対する県民意識の一層の高揚と全県的な気運醸成を図るため、１１月を「生涯学習推進月間」と定め、「とちぎ教育
の日」実行委員会がこの時期に実施する生涯学習フェスティバルと相まって、生涯学習の普及啓発や生涯学習関連事業を効果
的に展開しようとするものです。

問い合わせ先　生涯学習課

ＴＥＬ　028-623-3408

http://www.pref.tochigi.lg.jp/system/honchou/honchou/syougai-menu.html


太平少年自然の家からのお知らせ

　太平少年自然の家では、太平山の自然を生かしたイベントを多数企画しております。
　皆さまの御応募をお待ちしております。

○「たき火のつどい」 　～たき火を囲んでだんらんを楽しもう～

日時 12月11日(土) 9:00～12:00

対象 親子や子どもを含む6名以内のグループ等

定員 13グループ50名程度（応募多数の場合は抽選）

費用 一人200円

応募期間 11月16日（火）～26日（金）

　自分たちで集めた落ち葉や枯れ枝で、芋を焼いたりしてたき火を囲む楽しさを味わいます。

○「とびっきり！門松づくり」 　～家族で協力して門松をひとつ作りあげます～

開催日時 第1回　12月18日(土)
第2回　12月19日（日）　いずれも10:00～16:00（1回完結） 

対象 小学生以上の子とその保護者等

定員 15組（応募多数の場合は抽選）

費用 ひと組1,000円＋参加者一人につき100円

応募期間 11月15日（月）～25日（木）

　家族で協力して門松を作り、素敵な新年を迎えましょう。

問い合わせ・申込みは・・
　　栃木県立太平少年自然の家
　　〒328-0054　栃木市平井町638
　　ＴＥＬ：0282-24-8551　　ＦＡＸ：0282-24-8569　
　　すべてのイベントの申込みは「はがき」または「ＦＡＸ」で受け付けています。

しもつけ風土記の丘資料館からのお知らせ

　しもつけ風土記の丘資料館では秋季特別展としまして「ムラからみた古墳時代

Ⅱ」を開催しています。
　今回は古墳時代の中期から後期に起こった生活の中の変化をとりあげました
。ひとつは朝鮮半島から渡来した須恵器が取り入れられる「食器の変化」、ふた
つにはカマドが住居につくられるようになる「調理施設の変化」がありました。さら

にはムラの中で鉄器をつくられるようになったことも重要な出来事です。
　それらの変化によってムラの生活や社会がどのように変わっていったのか、宇
都宮インターパークとして賑わう宇都宮市東谷･中島地区でみつかった多くのム

ラにスポットをあてて見ていきます。
　第24回秋季特別展「ムラから見た古墳時代Ⅱ-古墳時代中期･後期を中心とし

て-」
　［期　間］12月12日（日）まで

宇都宮市権現山遺跡出土の須恵器

問い合わせ先

しもつけ風土記の丘資料館

TEL　0285-44-5049

http://www.pref.tochigi.lg.jp/education/shougai/kanrenshisetsu/1270694999139.html
http://www.pref.tochigi.lg.jp/education/shougai/kanrenshisetsu/1270695021119.html
http://www.pref.tochigi.lg.jp/education/shougai/kanrenshisetsu/ohira-top.html
http://www.shimotsuke-f.jp/


なす高原自然の家からのお知らせ

　○冬のファミリーデー

◇実施日 平成23年1月29日（土）～30日（日）　1泊2日
平成23年2月19日（土）～20日（日）　1泊2日

◇主な内容 ミニかまくら作りやスノーシュー体験など

◇対象 県内在住の親子（3歳以上）

◇定員 各回20組（申込み多数の場合は抽選）

◇参加費 幼児2,800円　小学生3,000円　大人5,400円

◇申込み
電話、はがき、又はファックスでなす高原自然の家までお申込みください。
記入事項：郵便番号、住所、氏名、年齢、性別、生年月日、電話番号、参加希望日（1回
目・2回目両方希望可能）

◇申込み先 なす高原自然の家（下記を参照）

◇締切り 平成23年1月5日（水）必着

◇その他 ・那須塩原駅から送迎あり（有料）
・ボランティアも同時募集

詳細については、なす高原自然の家までお問い合せください。

　○親子でレッツエンジョイ事業　冬のふれあい広場

◇実施日 平成23年2月26日（土）～27日（日）　1泊2日

◇主な内容 雪遊び、レクリエーションなど

◇対象
成人の障害者やその家族、特別支援学校・学級に通う児童・生徒を含む親子・家族（3歳
以上）

◇定員 20組（申込み多数の場合は抽選）

◇参加費 お問い合わせください。

◇申込み 電話、はがき、又はファックスでなす高原自然の家までお申込みください。
記入事項：郵便番号、住所、氏名、年齢、性別、生年月日、電話番号

◇申込み先 なす高原自然の家（下記を参照）

◇締切り 平成23年1月23（日）必着

◇その他
・黒磯駅、那須塩原駅から送迎あり（有料）
・ボランティアも同時募集

詳細については、なす高原自然の家までお問い合せください。

申込み先・問い合わせ先
なす高原自然の家

〒325-0301　那須町湯本157
TEL　0287-76-6240　　

FAX　0287-76-6241　　

http://windy-nasu.jp/

